


交通のご案内
【公共交通機関で】近鉄名古屋から近鉄特急で約85分｢宇治山田駅｣下車。大阪難波から近鉄特急で約110分｢宇治山田駅」下車。　
駅前から三重交通｢内宮前」行きバス約20分、｢神宮会館前｣下車、徒歩1分。

【お車で】 伊勢自動車道｢伊勢IC｣から、国道23号を内宮方面に直進｢市営駐車場｣着(約5分)、徒歩5分。

三重県伊勢市宇治中之切町52番地　TEL0596-23-8828
 https://www.okageyokocho.com/

徳力富吉郎 略歴（1902 ～ 2000）
明治35年京都生まれ。西本願寺絵所の12代目。
京都市立美術工芸学校（首席）及び絵画専門学校卒業。
土田麦僊塾に学び、国展日本画で樗牛賞、国画賞を受ける。
昭和4年 平塚一、棟方志功と同人雑誌( 版 ) 刊行。
昭和21年 版画製作所　版元まつ九を興す。
華麗な多色刷り版画を大成した。
昭和44年 伊勢神宮参集殿能楽堂の鏡板を揮毫。
版画『伊勢だより』シリーズを制作する。
平成 2年 仁和寺国宝「孔雀明王」（1300 度摺 ）の復原、摺刷を監修。
古版画の研究、国内外で版画の普及に務める。
勲四等瑞宝章、京都府特別分化功労者。

赤福餅に日替わりで添えらる「伊勢だより」には、
徳力富吉郎が手掛けた版画が使われています。

２０２２徳力富吉郎特別展

俳画に挑む 場所 / おかげ横丁 徳力富吉郎版画館 ＜入場無料＞
主催 /（株）伊勢福　協力 /（株）赤福

令和4年

11月12日（土）～12月4日（日）

　　　　　　　　　　　　　午前10時～午後5時

生涯茶道を愛した徳力富吉郎所蔵品の展示もございます。
茶会の資料や自らが作った抹茶碗などをお楽しみください。

昭和60年、週刊新潮と週刊文春に赤福の広告とともに俳句と俳画の
掲載が始まりました。
この掲載がきっかけとなり、多くの方々が俳句と出会い、この地域に
俳句の文化が大きく根付いていきました。
この時に俳句の監修を山口誓子（当時82歳）、俳画を描いたのが徳力
富吉郎（当時83歳）でした。
徳力富吉郎は版画の世界から、俳画という新しいジャンルに挑みました。
軽やかな筆遣いで描かれた富吉郎の俳画の世界をお楽しみください。

俳画とは・・・
日本画の一形式。一句の俳句を題材にして、その句の内容を絵画と
して表現した略筆の淡彩画または墨画。
「俳画」という呼称は、渡辺崋山の『全楽堂俳諧画譜』に始まるとされ
ており、それ以前の与謝蕪村などは、「俳諧物の草画」と称していた。


